
し
て
一
回
優
勝
）
、
直
武
館
の
助
永
明
司
八
段
、
大
正
中
期
に
作

ら
れ
た
同
じ
「
誹
道
館
」
系
の
修
養
館
の
藤
善
稀
雄
、
そ
の
他
後

藤
素
直
（
八
段
、
東
京
出
身
、
日
本
選
手
権
一
回
出
場
、
大
正
四

年
天
覧
試
合
出
場
）
、
時
実
克
巳
（
八
段
、
日
本
選
手
権
に
二
回

出
場
し
て
一
回
第
二
位
、
東
西
対
抗
二
回
、
東
西
外
地
対
抗
、
日

満
対
抗
に
も
出
場
）
、
宮
川
善
一
（
八
段
、
長
崎
市
出
身
、
県
警
日

本
選
手
権
出
場
、
東
西
対
抗
二
回
）
、
岡
元
正
夫
（
七
段
鹿
児
島

市
出
身
、
日
本
選
手
権
に
一
回
、
東
西
対
抗
三
回
出
場
）
、
藤
田
軍

機
（
岡
山
県
出
身
、
神
戸
一
中
か
ら
県
簡
、
税
関
へ
）
、
小
角
弥

三
次
（
徳
島
県
出
身
、
県
警
）
各
氏
と
多
士
さ
い
さ
い
だ
っ
た
。

ま
た
神
戸
生
ま
れ
の
お
も
な
柔
道
家
に
は
先
に
述
べ
た
助
永
、
山

本
両
八
殿
は
じ
め
村
井
又
二
八
段
（
現
県
警
主
任
師
範
）
、
浜
田

亀
千
代
七
段
、
西
本
克
己
七
段
、
森
田
荘
二
七
段
（
現
税
関
）
、

植
田
治
六
段
（
現
県
警
）
ら
が
い
る
。

こ
の
ほ
か
大
正
七
年
創
設
の
例
の
実
業
家
、
政
治
家
と
し
て
有

名
だ
っ
た
内
田
信
也
氏
主
宰
の
順
道
館
か
ら
も
多
く
の
優
秀
選
手

が
育
っ
た
。
同
館
は
須
磨
池
の
東
南
隅
に
総
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ
た

神戸遊戯誌１１２☆
強
剛
選
手
の
輩
出
と
御
師
、

神
一
中
、
県
商
の
活
躍

明
治
末
期
か
ら
大
正
、
昭
和
期
へ
か
け
て
神
戸
市
内
の
各
町
道

場
の
柔
道
の
人
気
は
年
々
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
諏
訪
山
西
麓
に
休

容
を
誇
る
武
徳
殿
に
設
け
ら
れ
た
武
徳
会
兵
庫
支
部
が
県
下
柔
剣

弓
道
の
中
心
的
存
在
と
し
て
つ
づ
い
た
こ
と
は
む
ろ
ん
だ
が
、
当

時
の
地
理
的
悪
条
件
と
指
導
時
間
（
朝
七
時
’
八
時
半
）
も
影
響

し
て
む
し
ろ
町
道
場
の
方
が
栄
え
た
わ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
市

内
の
町
道
場
は
十
指
を
越
え
た
が
、
そ
れ
ら
諸
道
場
の
優
秀
な
柔

道
マ
ン
を
拾
う
と
、
遷
武
館
の
田
辺
輝
夫
（
八
段
、
岡
山
県
出

身
、
日
本
選
手
権
第
二
位
）
、
精
武
館
の
山
本
正
信
（
八
段
、
日

本
選
手
権
二
回
優
勝
、
大
正
九
年
天
覧
試
合
第
三
位
、
東
西
対
抗

出
場
、
東
西
外
地
一
回
出
場
、
大
正
十
五
年
天
捷
試
合
出
場
、
警

察
大
会
個
人
優
勝
）
、
大
正
初
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
誰
道
館
」

系
の
岩
屋
青
年
会
会
場
（
安
国
幸
左
術
門
主
宰
）
の
村
治
精
治
郎

（
九
段
、
大
正
四
年
天
覧
試
合
出
場
、
日
本
選
手
権
に
三
回
出
場

柔道③青木重雄

1 0 周年記念・精武館にて
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ま
さ
に
武
術
の
殿
堂
に
ふ
さ
わ
し
い
建
て
物
だ
っ
た
が
、
第
四
高

等
学
校
の
岡
部
先
生
（
五
段
）
を
迎
え
て
も
っ
ぱ
ら
内
田
氏
の
社

員
に
習
わ
せ
た
。
同
市
は
寝
わ
ざ
が
得
意
で
毎
晩
社
員
た
ち
に
寝

わ
ざ
を
コ
ー
チ
し
た
。
こ
の
ほ
か
磯
貝
一
（
故
人
、
十
段
）
小

角
弥
三
次
、
助
永
明
司
、
村
治
清
治
郎
、
田
辺
輝
夫
氏
な
ど
を
も

師
範
と
し
て
呼
ん
で
技
術
を
磨
い
た
の
で
一
時
は
有
段
者
五
段
以

下
が
二
十
余
名
も
い
る
と
い
う
隆
盛
ぶ
り
で
、
内
部
だ
け
で
な
く

他
流
試
合
に
も
出
か
け
、
と
り
わ
け
拓
大
、
東
大
、
早
大
な
ど
の

各
柔
道
部
と
よ
く
試
合
を
や
っ
た
。
こ
の
道
場
へ
は
大
人
、
青
年

だ
け
で
な
く
少
年
た
ち
も
喜
ん
で
け
い
こ
に
出
か
け
た
。
柔
道
に

魅
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
練
習
の
あ
と
は
内
田
氏

の
き
も
入
り
で
、
大
人
に
は
ビ
ー
ル
が
ふ
ん
だ
ん
に
振
る
舞
わ

れ
、
少
年
た
ち
に
は
ス
キ
ヤ
キ
や
う
ど
ん
、
カ
レ
ー
な
ど
が
出
さ

れ
た
こ
と
が
も
う
一
つ
の
大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
は
有
名
な

話
で
あ
る
。
同
道
場
開
き
の
時
、
内
田
氏
が
当
時
の
大
相
撲
の
栃

山
、
大
錦
、
玉
錦
関
な
ど
を
招
待
し
て
「
お
前
さ
ん
た
ち
も
柔
道

を
お
ぼ
え
た
ら
ど
う
か
」
と
す
す
め
た
が
、
こ
の
時
余
興
に
田
辺

輝
夫
先
生
が
栃
山
関
と
試
合
を
し
て
み
ご
と
に
栃
山
関
を
背
負
い

投
げ
で
投
げ
飛
ば
し
た
。
一
度
な
ら
と
も
か
く
、
二
度
、
三
度
と

投
げ
ら
れ
た
の
で
、
と
う
と
う
本
気
に
ま
っ
て
怒
っ
た
彼
が
田
辺

先
生
を
振
り
回
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
な
お
、
つ
い

で
に
上
記
の
著
名
選
手
以
外
に
県
下
に
伊
勢
茂
一
と
猿
丸
吉
左
衛

門
の
両
猛
者
（
も
さ
）
が
い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
戦
前
の
学
校
柔
道
を
概
観
す
る
と
、
中
学
校
で
は
な
ん

と
い
っ
て
も
御
影
師
範
が
抜
群
で
、
大
正
末
期
か
ら
十
数
年
間
全

国
制
覇
の
偉
業
を
成
し
と
げ
た
。
当
時
中
学
生
に
比
べ
て
師
範
の

学
生
の
年
齢
が
総
じ
て
二
歳
ほ
ど
長
じ
て
い
る
の
が
普
通
だ
っ
た

た
め
、
こ
れ
で
は
御
師
範
が
強
い
の
が
当
然
だ
と
い
う
非
難
が
出

て
後
年
中
学
と
師
範
と
の
二
部
制
の
原
因
と
な
っ
た
ほ
ど
で
あ

る
。
御
影
師
範
に
迫
る
県
下
校
に
姫
路
師
範
、
神
戸
一
中
、
同
二

中
、
県
商
、
甲
陽
中
、
神
港
商
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
長
ら
く
御
影

師
範
の
堅
塁
を
抜
く
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
御
師
は
幾
多
の
名

選
手
を
生
ん
だ
が
、
な
か
で
も
小
谷
澄
之
九
段
（
大
正
十
二
年

卒
、
東
京
高
師
卒
、
現
講
道
館
渉
外
部
長
と
し
て
世
界
の
柔
道
発

展
に
尽
く
し
て
い
る
）
、
吉
田
四
一
八
段
（
昭
和
四
年
天
覧
試
合

府
県
代
表
部
第
二
位
、
昭
和
九
年
同
試
合
第
三
位
、
立
ち
わ
ざ
が

得
意
）
、
松
本
芳
三
八
段
（
文
理
大
卒
、
現
在
教
育
大
教
授
、
講

道
館
長
の
片
腕
と
し
て
柔
道
界
の
中
心
的
存
在
）
の
三
人
は
日
本

柔
道
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
打
倒
御
師
に

燃
え
る
神
一
中
、
県
商
等
よ
り
も
あ
ま
た
の
名
手
が
現
わ
れ
た

が
、
大
て
い
卒
業
と
共
に
柔
道
界
を
去
っ
た
の
は
惜
し
い
。
神
一

中
か
ら
六
高
、
京
大
へ
進
ん
だ
早
川
勝
（
日
本
選
手
権
二
回
出

場
、
現
経
団
連
理
事
、
当
時
全
国
的
に
有
名
だ
っ
た
）
、
同
じ
く

神
戸
一
中
の
代
表
選
手
だ
っ
た
占
部
春
太
郎
（
故
人
）
、
県
商
時
代

か
ら
だ
は
小
さ
い
が
、
寝
わ
ざ
の
天
才
と
う
た
わ
れ
た
覚
前
克
巳

（
か
く
ぜ
ん
か
つ
み
、
三
段
）
、
同
じ
く
県
商
の
名
手
大
月
志
郎
氏
ら

は
み
左
卒
業
と
共
に
消
え
、
県
商
五
年
で
四
段
と
な
っ
た
西
本
克

巳
氏
も
名
古
屋
高
商
で
終
わ
っ
て
い
る
。
彼
が
そ
の
後
も
柔
道
を

つ
づ
け
て
お
れ
ば
、
木
村
政
彦
氏
と
共
に
天
下
を
二
分
す
る
実
力

者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
惜
し
ま
れ
る
。
ち
な
み
に
中
学
生
時
代

に
四
段
位
を
と
っ
た
者
は
兵
庫
県
で
は
初
め
て
（
全
国
で
も
珍
し

い
）
だ
っ
た
で
、
当
時
関
係
者
を
ア
シ
と
い
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
姫
路
師
範
の
牧
野
明
男
氏
は
二
段
の
時
東
京
講
道
館

で
全
勝
し
て
帰
る
時
は
三
段
と
い
う
抜
群
の
成
績
を
あ
げ
た
し
、

関
条
中
の
田
中
源
一
氏
は
昭
和
五
年
明
治
神
宮
大
会
の
一
般
少
年

組
選
手
権
試
合
で
優
勝
し
た
が
、
こ
の
時
の
決
勝
戦
の
相
手
は
後

年
早
大
の
強
剛
と
し
て
有
名
だ
っ
た
笠
原
岩
夫
選
手
（
宇
都
宮
中
）

で
あ
る
。
三
田
中
に
は
鬼
才
秋
山
勝
一
氏
（
故
人
）
、
の
ち
に
同

志
社
大
へ
進
み
六
段
と
な
る
）
が
い
た
。
彼
は
一
風
変
わ
っ
て
い

て
、
冬
で
も
浴
衣
に
紋
つ
き
、
そ
れ
に
ホ
ウ
バ
の
ゲ
タ
（
下
駄
）

を
は
い
て
外
を
悠
々
と
か
っ
歩
し
た
。
昭
和
十
三
、
四
年
頃
神
港

商
主
将
だ
っ
た
伊
藤
安
吾
氏
（
の
ち
関
学
へ
進
む
）
も
大
阪
浜
寺

の
全
国
中
等
学
校
大
会
で
大
い
に
活
雌
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

思
う
に
つ
け
て
も
、
神
戸
の
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
あ
の

頃
の
御
師
の
四
年
間
全
寮
制
に
与
え
ら
れ
た
猛
練
習
や
県
商
の
一

日
五
回
の
シ
ゴ
キ
、
神
一
中
の
六
高
と
の
合
同
夏
季
合
宿
の
精
進

振
り
な
ど
は
終
生
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
で
あ
ろ
う
。

（
昭
和
四
七
・
一
二
・
一
記
）
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2 9 億本が眼にしみる
金口正明

く専売公社神戸営業所長＞

ト
ァ
ロ
ー
ド
の
坂
道
を
の
ぼ
り
下
山
手
四
丁
Ⅲ
の
角
に
あ
る
専

売
公
社
の
神
戸
営
業
所
。
今
月
は
金
口
正
明
所
長
を
た
づ
ね
て
、

煙
草
談
義
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

「
“
年
の
４
月
ま
で
盛
岡
に
い
ま
し
て
、
東
北
の
空
気
の
よ
さ
、

人
の
純
朴
性
に
ひ
た
っ
て
い
た
の
が
、
正
反
対
の
モ
ダ
ー
ン
な
神

戸
へ
転
勤
で
す
。
１
年
半
こ
の
神
戸
と
つ
き
あ
っ
た
訳
で
す
が
、

何
が
い
い
街
だ
と
い
わ
れ
る
の
か
考
え
て
み
る
と
、
庶
民
的
を
解

放
性
で
す
か
ね
。
そ
れ
を
山
あ
り
海
あ
り
で
良
い
街
だ
と
表
現
し

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
神
戸
の
愛
煙
家
の
特
色
は
、
高
級
品
が
で

る
、
エ
キ
ス
ポ
ー
ト
は
全
国
で
１
位
、
２
位
で
す
ね
。
セ
ブ
ン
ス

タ
ー
は
売
れ
る
け
れ
ど
チ
ェ
リ
ー
は
売
れ
な
い
。
ス
カ
ッ
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
を
非
常
に
好
み
ま
す
泡
。
年
間
羽
億
本
、
Ⅷ
億
円
が
神

戸
の
街
で
煙
と
消
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
よ
く
売
れ
る
の
は
セ
ブ

ン
ス
タ
ー
、
エ
キ
ス
ポ
ー
ト
で
、
軽
い
煙
草
が
お
好
き
。
ニ
コ
チ

ン
タ
ー
ル
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
軽
い
煙
草
が
も
て
る
の
で
し

ょ
う
。
こ
れ
は
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
同
じ
で
す
ね
。

煙
草
は
害
に
な
る
と
か
な
ん
と
か
い
わ
れ
る
け
れ
ど
、
け
む
り

が
輪
を
つ
く
る
よ
う
に
、
人
の
和
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
ね
。
だ
か

ら
私
達
も
こ
の
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
あ
た
っ
て
い
る
。
お

客
の
要
求
な
ど
ど
う
満
足
し
て
も
ら
お
う
か
と
考
え
ま
し
て
ね
。

☆と－< ・さるん〈１〉

☆新発売新平家物語「敦羅と熊谷」の
須磨の浦の合戦を錦陰で描いた神戸の観光煙草

ど
う
こ
う
い
っ
た
っ
て
税
金
を
全
売
上
げ
か
ら
２
，
９
０
０
億
円

国
に
支
払
い
、
そ
の
う
ち
神
戸
市
へ
は
型
億
円
、
兵
庫
県
へ
は
蝿

億
円
が
支
払
わ
れ
て
、
国
な
り
、
地
方
財
政
に
寄
与
し
て
い
る
ん

だ
か
ら
価
値
あ
る
け
む
り
で
す
よ
（
笑
）
。

た
だ
専
売
制
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
市
場
独
占
し
て
い
る
と
一
人

よ
が
り
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
神
戸
営
業
所
で
も
昨
年
秋
に
、
新

谷
秀
雄
（
彫
刻
）
中
西
勝
・
石
阪
春
生
（
画
家
）
奥
村
明
和
（
新

聞
）
永
田
良
一
郎
（
商
店
）
筒
井
康
隆
・
黒
部
亨
（
作
家
）
石
野

成
明
（
証
券
）
武
呂
年
子
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
小
山
乃
里
子
（
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）
佐
藤
脈
（
画
廊
）
た
か
は
し
も
う
（
マ
ン
ガ
）
花
柳

芳
恵
一
子
（
邦
舞
）
岡
田
美
代
（
演
出
）
小
泉
康
夫
（
本
誌
編
集

長
）
さ
ん
達
に
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
〃
六
甲
パ
ッ
パ
ク

ラ
ブ
〃
と
名
づ
け
て
、
批
判
や
ご
意
見
を
き
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
で
一
番
共
通
し
て
い
る
の
は
個
性
的
を
味
と
デ
ザ
イ

ン
を
出
せ
と
い
わ
れ
る
。
年
末
か
ら
売
り
だ
し
た
錦
絵
で
須
磨
の

浦
合
戦
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
も
そ
の
ア
イ
デ
ア
の
商
品
化
で
す
。

ま
あ
、
神
戸
っ
子
の
方
々
と
お
し
ゃ
べ
り
し
左
が
ら
、
神
戸
っ
子

の
愛
す
べ
き
煙
草
は
何
か
を
考
え
て
、
街
が
ス
モ
ッ
グ
に
な
る
ぐ

ら
い
、
売
り
あ
げ
を
上
昇
さ
せ
た
い
で
す
ね
（
笑
）
忙
し
い
社
会

に
煙
草
を
ゆ
っ
く
り
吸
う
の
は
、
人
生
の
ゆ
と
り
で
す
か
ら
ね
」

神戸大丸１Ｆの神戸タパコサーピスセンターで金ロ所長

神戸っ子と煙草

篭灘綴唇武

鍵 8４
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神戸・大丸前ＴＥＬ３３Ｉ－１１２ｅ
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、

副３

蕊

服部メガネ店

☆ヨーロッパのトッブモート ･ の直輸入を服部メガネか
オリジナルパターンに

☆理窟なストックで度付カラーレ＞ズがすぐできます

☆

顕微鏡・天体望遠鏡・航海言+ 器・光学器一般

鼠

守
に

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



た
し
か
に
日
本
の
着
物
は
美
し
く
、
外
国
の
婦
人
が
お
世
辞
で

な
く
着
た
が
る
の
は
、
民
族
衣
裳
と
し
て
キ
モ
ノ
が
秀
れ
て
優
雅

な
た
め
で
す
。
美
し
さ
で
飾
り
た
い
の
は
女
性
の
心
で
あ
り
自
然

の
憧
れ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
た
ち
が
晴
着
に
和
服
を
え

ら
び
、
結
婚
式
に
和
服
を
え
ら
ぶ
の
も
当
然
の
こ
と
で
す
。
写
真

の
宝
塚
の
甲
に
し
き
さ
ん
の
着
物
は
、
私
の
作
品
の
一
つ
で
す
が

純
金
泥
で
桜
の
花
弁
の
一
枚
一
枚
か
ら
か
い
た
豪
華
な
も
の
で
、

甲
さ
ん
は
世
界
で
一
人
し
か
着
て
い
な
い
と
い
う
よ
ろ
こ
び
で
、

持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
こ
の
次
は
自

分
で
描
い
た
着
物
を
着
た
い
と
、
今
は
忙
し
い
中
を
一
生
懸
命
絵

の
勉
強
中
で
す
。

色
々
な
描
き
絵
の
衣
裳
を
制
作
し
た
が
ら
、
私
は
時
々
考
え
ま

新
玉
と
い
う
美
し
い
言
葉
の
冠
り
つ
け
て
年
の
は
じ
め
に
な
り

ま
す
と
、
は
な
や
か
に
長
い
た
も
と
を
や
さ
し
く
揺
っ
て
若
々
し

い
娘
さ
ん
た
ち
の
着
物
姿
を
街
頭
に
多
く
み
か
け
ま
す
。
こ
の
頃

の
味
気
な
く
殺
風
景
な
正
月
の
町
も
、
こ
の
美
し
い
花
の
出
現
に

明
る
く
春
め
い
て
、
ふ
っ
と
昔
の
の
ど
か
な
お
正
月
の
気
分
が
心

に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
思
え
ば
こ
こ
三
十
年
ほ
ど
の
生
活
様
式
の

移
り
変
り
の
中
で
、
ま
る
で
渦
に
ま
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
小
舟
の

よ
う
に
、
和
服
は
姿
を
消
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
着
物
と
い
う
形
に

は
変
り
た
く
、
色
彩
や
着
付
け
や
附
属
品
は
そ
の
時
々
の
流
行
を

映
し
、
呉
服
店
に
は
新
し
い
工
風
の
反
物
が
飾
ら
れ
、
テ
レ
ビ
の

映
像
に
も
舞
台
に
も
、
着
物
の
姿
は
み
か
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
私

た
ち
の
生
活
の
中
に
ま
だ
着
物
が
あ
る
よ
う
な
錯
覚
が
あ
り
ま
す

が
、
い
つ
の
ま
に
か
日
本
の
衣
服
と
し
て
の
着
物
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
中
の
も
の
で
は
な
く
左
っ
て
お
り
ま
す
。
戦
争
の
話
に

な
る
と
必
ず
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
出
て
く
る
、
あ
の
「
モ
ン

ペ
」
、
た
も
と
を
切
っ
て
短
い
袖
に
し
、
モ
ン
ペ
を
は
か
ね
ば
な

ら
ぬ
ほ
ど
、
当
時
は
和
服
が
ふ
だ
ん
着
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
れ
か
ら
の
三
十
年
に
、
は
じ
め
は
活
動
的
で
な
い
と
い
う

た
め
に
退
け
ら
れ
た
和
服
が
、
今
で
は
若
い
人
達
に
「
着
物
の
着

か
た
を
な
ら
い
た
い
わ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
縁
遠
い
も
の
に
な

り
、
公
害
で
失
わ
れ
て
ゆ
く
自
然
の
緑
と
同
じ
よ
う
に
気
が
つ
い

て
み
る
と
日
本
人
の
日
常
生
活
の
中
で
影
う
す
く
な
り
、
特
殊
な

場
合
の
装
飾
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

う
。
こ
の
点
か
ら

お
り
ま
す
し
、
娘

て
、
着
物
と
は
縁

史
を
通
っ
て
磨
き

だ
の
飾
り
物
と
し

て
、
う
け
つ
い
で

着
付
け
で
は
な
く
、

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

の
衣
裳
を
制
作
し
た
が
ら
、
私
は
時
々
考
え
ま

す
。
大
方
の
人
は
、
着
物
そ
の
も

の
の
の
美
し
さ
に
と
ら
わ
れ
て
も

猷
斗
も
ぅ
一
つ
の
美
し
さ
を
忘
れ
て
い
る

一
や
き
員
唖
嘩
仮
沖
砂
皿
趣
鍵
誇
趣
諦
娠
野

呼
の
野
表
酬
蓉
紅
誇
認
磁
郡
評
罪
球
匠
蓉

詮
絵
上
す
。
キ
モ
ノ
は
こ
の
日
本
の
気
候

鴎
些
さ
風
土
に
ぴ
っ
た
り
で
今
で
は
洋
服

描
を
着
る
気
は
し
ま
せ
ん
」
と
。
そ

の
人
の
着
付
け
は
と
て
も
上
手

間
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
着
こ
な
さ
れ
た
美
し

・
着
物
を
美
し
く
着
る
に
は
、
型
に
は
ま
っ
た

、
生
活
の
中
で
着
こ
な
し
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ

も
着
物
を
も
っ
と
私
ど
も
の
中
に
と
り
か
え
し

ま
す
。
私
自
身
は
も
っ
ぱ
ら
着
物
で
す
ご
し
て

が
憐
を
教
え
て
お
り
ま
す
関
係
も
ご
ざ
い
ま
し

が
近
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
長
い
歴

あ
げ
ら
れ
た
美
し
さ
を
も
つ
「
着
物
」
を
、
た

て
で
な
く
、
日
本
人
の
美
と
し
て
保
ち
、
育
て

ゆ
き
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。〈

水
墨
画
〉

さ
だ
と
思
い
ま
す
。

で
、
そ
れ
は
長
い

班
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ニートト

旨里

'１
円､ －－Ⅱ一一

不二屋オリジナル家具と
世界の一流ファニチア
インテリアファニシング
をコレクションしたトー
タルインテリアサロンを

新阪急ホテル隣、北阪急
ビル一階で開店いたしま
したのでぜひ御引立ての
程お願い申し上げます。

新年加
自
〈

②蓋不二屋
本社神戸市生田ぽ＝宮町３ ' －５

ＴＥＬ（0 7 8 ）３９１－０５３５（代）
工場神戸市垂水区多聞町小束山９７５

ＴＥＬ（ 0 7 8 ）７０６－５９１４

､ ､ 邸へ越

昭和4 8 年

元旦

rl，

拳砿雌為皿
大阪I i j - 化区芝l i l 町5 5 ( 北阪急ビル) l 坂急､ の～る街
ＴＥＬ.（０６)373.0521(代）
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海の幸噸潮くみ" 7 0 0 円山の幸N , 杉”6 0 0 円

京風御食事処
神戸元町３丁目本通り
捧掛以渥２Ｆ
ＴＥＬＯ７８－３３１－７３６８

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

季節御飯 5 0 0 円茶めし 3 5 0 円

おにぎり 3 5 0 円お茶識 3 0 0 円

一
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冒里
加
自
〈

新
年

モ
デ
ル
〈
原
田
三
千
子
さ
ん
〉

ト
ア
ロ
ー
ド
の
シ
ン
コ
ー
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で

騨篤副三淵雀灘三訓繍
『三宮トア・ロードT E L O 7 8 ( 3 3 1 ) 9 2 2 1 神戸国際会館売場T E L O 7 8 ( 2 3 1 ) 2 8 6 8
エンタルホテル店T E L O 7 8 ( 3 3 1 ) 3 3 3 7 芦屋店T E L O 7 9 7 ( ３１）1 0 2 7 三趣百貨店内T E L O 7 8 ( 3 4 1 ) 7 4 7 1

本店三宮トア・ロード
オリエンタルホテル店
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神戸子と大丸の談話室

新しく大きく飛躍する'７３
神戸了大丸百貨店浅田壷こ毒店長をた一づねて

１月のインタビュー

笹 田泉

蝋､１１

書聖蕊 謹堂

理和４８年秋端萎完成国 ＤＡＩＭＡＲＵ卜ＫＯＢＥ
厩話（0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 2 1（大代）

に

■

世界の逸品がそろう４階サロンドグウ
インタビュアーの笹田泉ちゃんを浅田店佳がr いちばんＫＯＢＥにふさわしいコー
ナーです」と案内したのは４階の「サロンドグウ」の世界のファッションから、
インテリア､ 高級雑貨､ 小物類までの逸品が､ カラフルに､ 格調高< かざられていて、
見ているだけでも心豊かになるステキなサロンです。
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ＷＴ

て
も
始
ま
ら
な
い
が
、
と
に
角
、
ト
ッ
テ
モ
オ
オ
キ
イ
ン
ダ

っ
て
こ
と
は
わ
か
る
）

浅
田
で
も
私
は
ネ
、
大
き
く
な
っ
た
部
分
を
只
、
む
や
み

に
品
物
で
埋
め
る
だ
け
で
は
無
意
味
だ
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

笹
田
す
る
と
店
長
の
〃
デ
パ
ー
ト
像
″
と
は
？

浅
田
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
人
間
の
欲
望
を
満
た
し
、
憩

い
と
人
間
的
な
触
れ
合
い
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
理
想
を
、
ぜ
ひ
〃
新
装
大
丸
″
で
実
現

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

笹
田
何
か
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
？

新
春
の
街
に
電
気
ド
リ
ル
の
音
が
響
く
。
今
日
は
、
増
築

完
成
を
今
秋
に
控
え
、
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
の
神
戸
大
丸
に
、

浅
田
武
澄
店
長
を
お
訪
ね
し
た
。

笹
田
年
が
明
け
て
い
よ
い
よ
で
す
ね
。

浅
田
え
え
。
四
十
六
年
秋
の
増
築
に
次
い
で
今
秋
の
完
成

で
一
応
す
べ
て
完
了
で
す
。
、

笹
田
随
分
広
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
。

浅
田
延
べ
三
万
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。
坪
に
す
る
と
一
万

二
千
坪
で
す
か
な
。

（
一
万
二
千
坪
″
ウ
チ
が
五
○
坪
だ
か
ら
…
な
ど
と
考
え

Ｆ

コンサルタントの松流さんからアドバイスをうける笹田さん
（ラ・ミューズコーナーで〕

浅
田
す
で
に
準
備
も
着
々
進
ん
で
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て

い
て
下
さ
い
。

笹
田
と
こ
ろ
で
、
デ
パ
ー
ト
は
も
と
も
と
外
来
の
も
の
で

し
よ
？
現
在
の
日
本
の
デ
パ
ー
ト
は
外
国
に
比
較
し
て
い
か

が
で
す
か
？

浅
田
身
び
い
き
で
は
な
く
、
日
本
の
デ
パ
ー
ト
は
世
界
一

で
す
よ
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
商
品
、
ゆ
き
届
い
た
サ

ー
ビ
ス
。
何
よ
り
も
若
く
て
美
人
の
店
員
が
多
い
。
特
に
大

丸
は
ネ
″
（
笑
）

■
●

（
な
る
ほ
ど
。
道
理
で
店
長
が
溌
刺
と
し
て
お
ら
れ
る
訳

だ
。
男
性
に
年
を
聞
く
の
は
失
礼
だ
か
ら
（
？
）
伺
わ
な
か
っ

た
が
、
大
学
生
の
お
嬢
さ
ん
が
お
ら
れ
る
、
と
い
う
か
ら
…

●
●
・
）

浅
田
実
は
以
前
、
外
国
で
二
○
代
に
ま
ち
が
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
。
（
笑
）
い
く
ら
日
本
人
が
若
く
み
え
る
と
い

っ
て
も
二
○
代
と
は
ね
…
。
で
も
デ
パ
ｉ
ト
に
勤
め
て
い
る

と
、
い
つ
も
若
い
人
や
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
と
り
囲
ま
れ

て
い
て
老
け
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
ア
イ
デ
ィ
ア
と
い
え

ば
、
私
は
今
ト
イ
レ
用
品
に
興
味
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
明
る
く
楽
し
い
ト
イ
レ
の
演
出
に
力
を
入
れ
よ
う
と
思

っ
て
る
ん
で
す
。
何
と
い
っ
て
も
、
ト
イ
レ
は
斬
新
な
ア
イ

デ
ィ
ア
が
い
っ
ぱ
い
生
ま
れ
る
所
で
す
か
ら
ね
。

笹
田
最
後
に
新
年
の
ご
抱
負
は
？

浅
田
従
業
員
が
元
気
に
朝
の
挨
拶
が
で
き
る
職
場
、
で
あ

る
こ
と
が
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
モ

ッ
ト
ー
を
常
に
徹
底
さ
す
こ
と
で
す
。
平
凡
で
す
が
一
番
大

切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
ま
す
。☆

実
の
と
こ
ろ
私
も
す
で
に
二
○
年
以
上
も
大
丸
に
馴
染
ん

で
き
た
の
だ
。
よ
り
大
き
く
新
し
く
な
っ
て
い
く
大
丸
が
、

同
時
に
今
ま
で
こ
び
り
つ
い
て
き
た
神
戸
の
ア
カ
を
そ
の
ま

ま
持
ち
続
け
る
店
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
こ
れ
が
一
大
丸
フ
ァ

ン
の
心
か
ら
の
願
い
で
あ
る
。

＃縄
』青
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し
か
と

古
い
湯
泉
宿
で
と
っ
ぷ
り
と
湯
に

正
月
の
花
見
と
は
シ
ャ
〃
た
も
の

夏
の
雪

冬
の
花
や
ら

新
し
い
季
語
を
見
つ
け
た
つ
も
り

酷
し
い
自
然
の
し
っ
ぺ
返
し
の
兆

昏
れ
残
る
冬
の
桜
に
目
を
や
る
と

行
き
悩
み
さ
す
ら
う
人
魂
の
ご

白
々
と
風
の
中
を
舞
い
狂
う
の
だ

初
冬
に
咲
く
桜
な
ん
て

聞
い
た
こ
と
も
な
い
が

こ
の
広
い
庭
園
い
っ
ぱ
い

彼
岸
桜
が
小
さ
い
花
を
つ
け
て
い

餅
花
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な

ま
さ
し
く
ほ
ん
も
の
の
サ
ク
ラ

暖
冬
異
変
の
狂
い
花
か

ス
モ
ッ
グ
や
死
の
灰
の
仇
訓
花
か

・
詩
の
あ
る
ア
ン
グ
ル

冬
の
桜

中
村
隆

と
く

だ
が

るつ
い
か
Ⅱ
詳

だの
人
間
唾
へ
の
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